






まとめ 

川崎病に対するペプシン処理ヒト免疫グロブリン療法は、発熱および末梢血白血球数など

の検査所見に対する効果および本療法后 1ケ月后の回復期における冠動脈瘤の発生率の面

から、従来の川崎病に対する他の治療法と比較して、臨床的に有効であると考えられた。

また、川崎病に対する免疫グロブリン療法の作用機序については、本療法とスルホ化ヒト

免疫グロブリン療法とで末梢血単核球亜型の変動に差がみられず、単核球亜型の面からは、

グロブリン製剤の Fc 部分は必ずしも必要ではないと思われた。 

今回の研究は contro11ed study ではなく症例数も少ないので、今后多施設での controlled 

study による本療法の有効性の検討が必要であろう。 


